
YouTubeショートカットキー6選 ⼀覧表や反応しない場合の対処も

 YouTubeをパソコン端末で⾒るとき、ショートカットキーを使うことでマウスよりも簡単に操作することができます。ビジネスに役
⽴つ動画を時短で⾒たいときなどに役⽴つショートカットキーを厳選して紹介します。

 YouTubeを効率良く視聴するために、再⽣速度を上げたり、⾶ばしながら視聴したりする⼈が増えています。そんなときはパソコンのキー
ボードを使うと効率良く操作できます。

 YouTube公式のヘルプ では、Youtubeショートカットキー⼀覧表を紹介しています。

機能

シークバーを選択時は再⽣/⼀時停⽌
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YouTubeショートカットキーの例

Youtubeショートカットキー⼀覧表1

ショートカットキー

Space キー

https://support.google.com/youtube/answer/7631406?hl=ja


機能

プレーヤーの⼀時停⽌/再⽣

動画のミュート/ミュート解除

5秒巻き戻し/早送り

10秒巻き戻し

10秒早送り

⼀時停⽌中にフレーム送る

⼀時停⽌中にフレーム戻す

動画の再⽣速度を上げる

動画の再⽣速度を下げる

⾳量を5%上げる、下げる

動画の10〜90%の位置に移動

動画の先頭に移動

検索ボックスに移動

全画⾯表⽰

字幕表⽰

次の動画に移動

前の動画に移動

ミニプレーヤーを開く

 動画を視聴中に電話が鳴る、呼ばれたときに、⼀時停⽌したいときは「Space」または「K」を押してください。もう⼀度押すと、再⽣さ
れます。

 動画をミュートしたいときは「M」（Muteの頭⽂字）を押してください。もう⼀度押すと、ミュートが解除されます。⾳声を５％上げた
いときは「↑」（上⽮印）、5％下げたいときは「↓」（下⽮印）を押してください。

 講演内容を聞き逃したとき、⾶ばしたいときに巻き戻しや早送りが役に⽴ちます。
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YouTube動画を⼀時停⽌・再⽣する1-1

YouTube動画をミュート ⾳量を上げる・下げる1-2

YouTube動画を巻き戻す・早送りする1-3



 動画を10秒巻き戻したいときは「J」、動画を10秒早送りしたいときは「L」を押してください。⼀時停⽌の「K」の左右に配置されていま
す。

 動画を5秒巻き戻したいときは「←」（左⽮印）、動画を5秒早送りしたいときは「→」（右⽮印）を押してください。

 YouTube動画の再⽣速度を0.25倍上げたいときは、Shiftキーと「.」（ピリオド）を同時に押してください。再⽣速度を0.25倍下げたいと
きはShiftキーと「,」（カンマ）を同時に押してください。

 再⽣速度を上げると、講演動画を時短で視聴するのに役⽴ち、再⽣速度を下げると動画の内容をテキスト起こしするときに役⽴ちます。

 「C」を押せば字幕を表⽰できますが、⽇本語の再現性が⾼くない場合があるので注意が必要です。

 YouTubeを先頭に戻りたい、または中間地点まで⼀気に⾶ばしたいときは数字を教えてください。「0」だと先頭に、「1」だと10％の位置
まで⼀気に移動します。

 全画⾯表⽰したいときは「F」、もう⼀度押すと解除されます。

 覚えておくと便利なのが「/」です。視聴中に別の動画を探したいとき、ページ上部の検索ボックスに移動したいときは「/」を教えてくだ
さい。

 キーボードで操作してもYouTubeが反応してくれないときは、YouTubeの画⾯以外をクリックしていませんか？

 「↑」「↓」など⼀部のショートカットキーが反応しない場合があります。そんなときは、⼀度、データの再⽣箇所を表⽰する「シークバ
ー」の近くをクリックしてみてください。
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YouTube動画の再⽣速度を上げる・下げる1-4

YouTube動画の先頭・中間などにジャンプする1-5

全画⾯表⽰する（フルスクリーンに切り替える）1-6

検索ボックスにカーソルを移動する1-7

キーボードで操作できないと思ったときは？2




